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開議 午前１０時００分 

    ◎開議の宣告 

〇議長（吉野正剛君） ただいまの出席議員は９名です。 

 定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

 

    ◎諸般の報告 

〇議長（吉野正剛君） この際、諸般の報告を行います。 

 事務局長。 

〇議会事務局長（鈴木英樹君） 諸般の報告をいたします。 

 本日の欠席及び遅参届出等の議員は、５番、小松議員より欠席する旨の届出がありました。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 会期中における議会の動向につきましては、昨日午後２時３０分から総務福祉常任委員

会が開催されております。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

〇議長（吉野正剛君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定によって、８番、但木議員、９番、三田議

員を指名します。 

 

    ◎日程第２ 議案第２３号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第２、議案第２３号 令和元年度佐呂間町簡易水道特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 建設課参事。 

〇建設課参事（鶴田俊洋君） 議案第２３号を説明いたします。 

 議案第２３号 令和元年度佐呂間町簡易水道特別会計補正予算（第１号）。 

（朗読部分記載省略） 

 次のページの第１表、歳入歳出予算補正は説明を省略し、第２表、地方債補正を説明いた

します。第２表、地方債補正。起債の目的、限度額の順に説明し、起債の方法以降は読み上

げを省略させていただきます。起債の目的、若佐簡易水道区域拡張事業、限度額、補正前７，

４８０万円、補正後４，２００万円。水道管移設補償事業、補正前３，３２０万円、補正後

２，７６０万円、いずれも簡易水道事業債です。 

 次のページの事項別明細書の総括につきましては説明を省略し、歳出の８ページから説

明いたします。歳出、１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額４３０万円減、



給与費４３０万円減、給料、一般職２１０万円減、職員手当等、一般職２２０万円減。 

 ２目簡易水道維持費、補正額８８５万７，０００円減、簡易水道施設の管理運営に要する

経費８８５万７，０００円減、清掃等委託料４５万９，０００円減、施設維持補修業務委託

料９３万９，０００円減、佐呂間簡易水道事業変更認可業務委託２９６万６，０００円減、

入札執行残です。佐呂間浄水場浄水設備改修工事１４４万円減、執行残です。大共浄水場ろ

過池補砂工事１４０万８，０００円減、執行残です。原材料等１８０万１，０００円減、執

行残です。消費税１５万６，０００円。 

 ３目給水施設費、補正額ゼロ円、財源変更です。 

 ２款簡易水道施設費、次のページです。１項簡易水道区域拡張事業費、１目簡易水道区域

拡張事業費、補正額５，４９９万５，０００円減、若佐簡易水道区域拡張事業に要する経費

５，４９９万５，０００円減、負担金、若佐簡易水道区域拡張事業費負担金です。減額の主

な要因は、合同で行っている道営事業費の減額によるものです。 

 ２項簡易水道施設費、１目簡易水道施設費、補正額１，９１０万１，０００円減、水道管

移設等に要する経費１，９１０万１，０００円減、消耗品費１１８万６，０００円減、水道

管移設補償工事１，７９１万５，０００円減、この減額につきましては、入札執行残及び水

道管移設補償工事に使用する足場工を橋梁工事事業者のものを使用できたことで工事費を

抑えることができたため減額となりました。 

 戻りまして、歳入の４ページです。歳入、１款使用料及び手数料、１項使用料、１目簡易

水道使用料、補正額１３０万円減、簡易水道使用料です。 

 ２項手数料、１目手数料、補正額１万５，０００円減、給水工事設計審査手数料です。 

 ２款国庫支出金、１項国庫補助金、１目簡易水道施設費補助金、補正額２，２４７万８，

０００円減、若佐簡易水道区域拡張事業費補助金です。事業費減による補助金の減額であり

ます。 

 ４款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、補正額２，０８６万１，０００

円減、一般会計繰入金です。 

 ５款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、補正額１，００７万７，０００円、前年度繰越金

です。 

 ６款諸収入、１項雑入、１目給水施設維持料、補正額１７万４，０００円減、給水施設維

持料です。 

 次のページです。２目雑入、補正額１，４１０万２，０００円減、水道管移設工事補償金

です。これは事業費減によるものです。 

 ７款町債、１項町債、１目簡易水道事業債、補正額３，８４０万円減、若佐簡易水道区域

拡張事業費債３，２８０万円減、水道管移設補償事業費債５６０万円減。 

 歳出の後ろにあります地方債の残高見込みに関する調書補正と給与費明細書につきまし

ては、説明を省略させていただきます。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げ



ます。 

〇議長（吉野正剛君） これから質疑を行います。歳入歳出一括して質疑を行います。質疑

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第２３号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２３号 令和元年度佐呂間町簡易水道特別会計補正予算（第１号）は、

原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第３ 議案第２４号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第３、議案第２４号 令和元年度佐呂間町国民健康保険特別会

計補正予算（第２号）を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町民課長。 

〇町民課長（中村直樹君） 議案第２４号をご説明いたします。 

 議案第２４号 令和元年度佐呂間町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）。 

（朗読部分記載省略） 

 今回の補正につきましては、国保事業基金積立金利子の確定及び元年度保険基盤安定等

負担金交付金等の確定、その他実績見込みによる補正となります。次ページの第１表、歳入

歳出予算補正と総括、事業別明細書につきましては説明を省略し、歳出の８ページからご説

明いたします。歳出、５款保健事業費、１項特定健康診査等事業費、１目特定健康診査等事

業費、補正額ゼロ円、財源変更です。 

 ６款基金積立金、１項基金積立金、１目基金積立金、補正額３，０００円の減、基金積立

金３，０００円の減、国保事業基金利子積立金です。 

 戻っていただき、歳入の４ページからご説明いたします。歳入、１款国民健康保険税、１

項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税、補正額１１８万６，０００円、医療

給付費分過年度分２万２，０００円、後期高齢者支援金分過年度分５，０００円、介護納付

金分過年度分３，０００円、特別徴収分３，０００円、医療給付費分滞納繰越分７５万３，

０００円、後期高齢者支援金分滞納繰越分２６万９，０００円、介護納付金分滞納繰越分１

３万１，０００円。 



 ２目退職被保険者等国民健康保険税、補正額５万２，０００円、医療給付費分現年課税分

１，０００円の減、後期高齢者支援金分現年課税分１，０００円の減、介護納付金分現年課

税分１，０００円の減、医療給付費分滞納繰越分３万８，０００円、後期高齢者支援金分滞

納繰越分８，０００円、介護納付金分滞納繰越分９，０００円。 

 ２款道支出金、１項道補助金、１目保険給付費等交付金、補正額５６万４，０００円の減、

特定健康診査等負担金です。 

 ３款財産収入、１項財産運用収入、次のページです。１目利子及び配当金、補正額３，０

００円の減、国民健康保険事業基金利子です。 

 ４款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、補正額６９万９，０００円の減、

保険基盤安定繰入金軽減分１６９万５，０００円、保険基盤安定繰入金支援分２２４万円、

出産育児一時金等繰入金５６万円の減、財政安定化支援事業繰入金１０万円、その他一般会

計繰入金４１７万４，０００円の減。 

 ５款繰越金、１項繰越金、１目療養給付費等交付金繰越金、補正額１，０００円の減、療

養給付費等交付金繰越金です。 

 ６款諸収入、２項雑入、３目一般被保険者返納金、補正額２万６，０００円、一般被保険

者返納金９万３，０００円の減、一般被保険者返納金（過年度分）１１万９，０００円。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議いただき、ご決定くださいますようお願い申し

上げます。 

〇議長（吉野正剛君） これから質疑を行います。歳入歳出一括して質疑を行います。質疑

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第２４号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２４号 令和元年度佐呂間町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第４ 議案第２５号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第４、議案第２５号 令和元年度佐呂間町公共下水道特別会計

補正予算（第３号）を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 



 建設課参事。 

〇建設課参事（鶴田俊洋君） 議案第２５号を説明いたします。 

 議案第２５号 令和元年度佐呂間町公共下水道特別会計補正予算（第３号）。 

（朗読部分記載省略） 

 次のページの第１表、歳入歳出予算補正は説明を省略し、第２表、地方債補正を説明いた

します。第２表、地方債補正。起債の目的、限度額の順に説明し、起債の方法以降は読み上

げを省略させていただきます。起債の目的、公共下水道事業、限度額、補正前１，４４０万

円、補正後４２０万円、公共下水道事業債です。 

 次のページの事項別明細書の総括につきましては説明を省略し、歳出の８ページから説

明いたします。歳出、１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額４６万７，０

００円、一般管理に要する経費４６万７，０００円、消費税です。 

 ２款下水道費、１項公共下水道費、１目施設整備費、補正額２，０７６万円減、特定環境

保全公共下水道事業運営に要する経費２，０７６万円減、下水道管理センター設備改修工事

でありまして、この減額につきましては、補助金が交付申請の要望額に対し２分の１程度の

予算配当であったため、減額し来年へ持ち越すものです。 

 ２目維持管理費、補正額６７万１，０００円減、特定環境保全公共下水道施設の維持管理

に要する経費６７万１，０００円減、修繕料９８万８，０００円、増額の要因は、下水道管

理センターの無停電バッテリー交換でありまして、令和２年２月４日バッテリー交換を要

する警報があり、バッテリー交換が必要となりました。非常用に備えた計装設備の電源供給

であり、維持管理上迅速な対応が必要であるため、補正予算計上するものであります。清掃

等委託料２２万円減、下水道管理センター維持管理業務委託料１４３万９，０００円減、執

行残です。 

 ２項漁業集落排水費、２目維持管理費、補正額７３万７，０００円減、漁業集落排水施設

の維持管理に要する経費７３万７，０００円減、次のページです。施設維持補修業務委託料

２３万８，０００円減、産業廃棄物処理委託料２１万２，０００円減、重機借上料２８万７，

０００円減。 

 ３目基金積立金、補正額ゼロ円、財源変更です。 

 戻りまして、歳入の４ページです。歳入、１款分担金及び負担金、１項分担金、２目集落

排水受益者分担金、補正額２０万円減、集落排水受益者分担金です。 

 ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目公共下水道使用料、補正額２３９万円減、公共

下水道使用料です。 

 ２目集落排水使用料、補正額７万５，０００円減、集落排水使用料です。 

 ３款国庫支出金、１項国庫補助金、１目下水道費補助金、補正額１，０６０万円減、公共

下水道事業費補助金です。 

 ４款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金、補正額８，０００円減、漁業集

落排水事業償還基金利子です。 



 ５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、補正額８８２万２，０００円減、

一般会計繰入金です。 

 ６款繰越金、次のページです。１項繰越金、１目繰越金、補正額１，０５９万４，０００

円、前年度繰越金です。 

 ８款町債、１項町債、１目公共下水道事業債、補正額１，０２０万円減、公共下水道事業

費債です。 

 歳出の後ろにあります地方債の残高見込みに関する調書補正と給与費明細書につきまし

ては、説明を省略させていただきます。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げ

ます。 

〇議長（吉野正剛君） これから質疑を行います。歳入歳出一括して質疑を行います。質疑

ありませんか。 

 ８番。 

〇８番（但木早苗君） 歳入の公共下水道使用料２３９万円の減となっております。この数

字を見て、先ほど簡易水道使用料の減額がありましたけれども、上水道と下水道は連動して

使用料という料金が取られているわけですけれども、この金額の違いというのはどういう

原因なのかなとふと思いまして、下水道使用料だけが減額というのはないのかなというふ

うに思ったのですが、説明をお願いしたいと思います。 

〇議長（吉野正剛君） 建設課参事。 

〇建設課参事（鶴田俊洋君） 下水道と水道は連動しているのですけれども、下水道のつい

ていないところ、浄化槽で処理しているところとかもあるわけです。下水道区域と簡易水道

の区域とは別なわけです。そういうところで金額の差が出ています。 

〇議長（吉野正剛君） ８番。 

〇８番（但木早苗君） 確かに浄化槽のあるところと上水道と下水道がつながっているとこ

ろ、下水道がまだ整備されていないところあるかと思いますけれども、そう考えると下水道

だけの使用料というのは発生しないですよね。発生するのですか。下水道使用料だけ未収額

が多いというのが今の説明では私理解できなかったのですが、下水道が整備されていない

ところは上水道だけですよね。浄化槽は個別に申し込んでやって、それは下水道料金とはま

た別になってくるという説明でしたよね。そうですよね。 

 下水道使用料、件数ではどれぐらいになってくるのですか。上水道と合わないというとこ

ろが今の説明では私理解できなかったのですが、もう少し詳しく説明していただけるとあ

りがたいです。 

〇議長（吉野正剛君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時２６分 

再開 午前１０時２９分 



 

〇議長（吉野正剛君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 副町長。 

〇副町長（斉藤裕美君） 申し訳ありませんでした。 

 基本的には水道、下水道というのは１つのメーターで料金、使用料を徴収しておりまして、

その中で下水道料金というのは、佐呂間市街の区域が下水道区域でありますから、そこで下

水道に接続している分だけが下水道料金が発生すると。ですから、下水道料金自体は水道料

金のメーターで同じ使用料、水道の使用料と下水道の使用料は同じになります。ただ、今回

の減額の金額の違いというのは、実際には当初予算で計上したときの使用料の見積りが過

大であったということがあったので、今回現在までの使用料の見込みを出した結果、それぞ

れの上水道、下水道料金の減額が起きたということであります。 

〇議長（吉野正剛君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第２５号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２５号 令和元年度佐呂間町公共下水道特別会計補正予算（第３号）

は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第５ 議案第２６号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第５、議案第２６号 令和元年度佐呂間町介護保険特別会計補

正予算（第４号）を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課参事。 

〇保健福祉課参事（斎藤 博君） 議案第２６号をご説明いたします。 

 議案第２６号 令和元年度佐呂間町介護保険特別会計補正予算（第４号）。 

（朗読部分記載省略） 

 次のページからの第１表、歳入歳出予算補正と事項別明細書の総括につきましては説明

を省略し、歳出の１０ページからご説明いたします。歳出、今回の補正につきましては、令

和元年度における介護保険サービス事業がおおむね終了し、在宅サービス及び施設サービ

スなど今後の必要量などの実績を見込んだ上で補正するものです。１款総務費、１項総務管



理費、１目一般管理費、補正額２５万円、介護保険推進に要する経費２５万円、北海道自治

体情報システム協議会負担金です。 

 ３項介護認定審査会費、２目認定調査費、補正額９万５，０００円、認定調査に要する経

費９万５，０００円、認定調査委託料です。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス等給付費、補正額１，

１４０万６，０００円の減、居宅介護サービス等給付に要する経費１，１４０万６，０００

円の減、居宅介護サービス給付費です。 

 ２目施設介護サービス等給付費、補正額４５６万７，０００円、施設介護サービス給付に

要する経費４５６万７，０００円、次のページです。施設介護サービス給付費になります。 

 ３目居宅介護福祉用具購入費、補正額１９万９，０００円、居宅介護福祉用具購入に要す

る経費１９万９，０００円、居宅介護福祉用具購入費です。 

 ５目居宅介護サービス計画費、補正額２０２万１，０００円の減、居宅介護サービス計画

給付に要する経費２０２万１，０００円の減、居宅介護サービス計画給付費です。 

 ３款地域支援事業費、１項介護予防・生活支援サービス事業費、１目介護予防・生活支援

サービス事業費、補正額ゼロ、財源変更です。 

 ２目介護予防ケアマネジメント事業費、補正額３万８，０００円、介護予防ケアマネジメ

ントに要する経費３万８，０００円、介護予防ケアマネジメント作成業務委託料です。 

 ２項一般介護予防事業費、１目一般介護予防事業費、補正額ゼロ、財源変更です。 

 ３項包括的支援事業・任意事業費、１目総合相談事業費、補正額４９万３，０００円の減、

総合相談に要する経費４９万３，０００円の減、次のページです。車両購入費です。これに

つきましては、車両購入の執行による予算残を減額するものです。 

 ３目任意事業費、補正額４２万７，０００円の減、任意事業に要する経費４２万７，００

０円の減、手数料１万５，０００円、自立生活支援業務委託料４４万２，０００円の減。 

 ４目在宅医療・介護連携推進事業費、補正額３０万円の減、在宅医療・介護連携推進に要

する経費３０万円の減、謝礼金等です。これにつきましては、当初予算においてクリニック

さろまと連携し、理学療法士を招き、一般町民向けのリハビリ指導を計画しておりましたが、

実施に当たってはクリニックさろまが主体となって実施したため、経費がかからなかった

ことにより減額するものです。 

 戻っていただきまして、歳入の４ページからご説明いたします。歳入につきましては、介

護保険サービスの歳出に伴う実績によるもので、国や道からの交付金等の実績を見込んで

補正するものです。１款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料、補正額４７

万５，０００円の減、現年度分特別徴収保険料８３万９，０００円の減、現年度分普通徴収

保険料１９万７，０００円、滞納繰越分普通徴収保険料１６万７，０００円。 

 ２款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費国庫負担金、補正額３６４万２，００

０円の減、介護給付費負担金現年度分です。 

 ２項国庫補助金、１目調整交付金、補正額５００万６，０００円の減、調整交付金です。 



 ２目地域支援事業交付金、補正額６５万５，０００円の減、地域支援事業交付金現年度分

です。 

 ３目事業費補助金、補正額５５万７，０００円、システム改修事業費補助金です。 

 ４目保険者機能強化推進交付金、補正額７万３，０００円、保険者機能強化推進交付金で

す。 

 ３款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、補正額７５２万６，

０００円の減、介護給付費交付金現年度分です。 

 次のページです。２目地域支援事業支援交付金、補正額４３万５，０００円の減、地域支

援事業支援交付金です。 

 ４款道支出金、１項道負担金、１目介護給付費負担金、補正額７１３万３，０００円の減、

介護給付費負担金現年度分です。 

 ２項道補助金、１目地域支援事業交付金、補正額１００万５，０００円の減、地域支援事

業交付金現年度分です。 

 ６款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、補正額３０９万９，０００円

の減、介護給付費繰入金です。 

 ２目地域支援事業繰入金、補正額１４７万９，０００円の減、地域支援事業繰入金です。 

 ３目低所得者保険料軽減繰入金、補正額２万８，０００円、低所得者保険料軽減繰入金で

す。 

 ４目その他一般会計繰入金、補正額１２３万３，０００円の減、事務費繰入金です。 

 ７款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、補正額２，１５３万２，０００円、次のページで

す。前年度繰越金です。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議いただき、ご決定くださいますようお願い申し

上げます。 

〇議長（吉野正剛君） これから質疑を行います。歳入歳出一括して質疑を行います。質疑

ありませんか。 

 ８番。 

〇８番（但木早苗君） 歳出、１１ページの居宅介護サービス等給付に要する経費が１，１

４０万６，０００円の減となっております。この居宅介護サービスの給付費の減の内容を教

えていただきたいと思います。 

〇議長（吉野正剛君） 保健福祉課参事。 

〇保健福祉課参事（斎藤 博君） 介護保険の当初予算につきましては前年度の実績を基に

予算を組んでおりますけれども、今回当初見込みより少なかったということで減になって

おりますけれども、実績としまして介護サービスの、今回は在宅サービスの利用者なのです

けれども、年々在宅サービスを利用する方が減ってきているという状況にあります。ここ３

年間で見ましても平成２９年度で３９０名程度、平成３０年度で３３０名程度、令和元年で

すと３２０名ということで、在宅サービスが減っているというのが要因だと思われます。当



初予算では前年度計画ということで組んでいましたけれども、その計画が若干多く見込ま

れていたかと思います。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） ８番。 

〇８番（但木早苗君） では、人員的減のサービス給付の減というふうな捉え方ができると

いうことで、例えばサービスを受ける方々がサービスを減らしているということではない

のですね。あくまでも人員的減により当初予算よりも減になったということの押さえでよ

ろしいでしょうか。 

〇議長（吉野正剛君） 保健福祉課参事。 

〇保健福祉課参事（斎藤 博君） 先ほど在宅サービスの減ということで説明したのですけ

れども、平成３０年から新たな地域支援サービスということで総合事業のほうに移行して

いる方がおります。介護保険の要支援１、２の方とチェックリスト等で判定された事業対象

者という方がおりまして、その方は介護保険ではなくて総合事業のほうに移行しておりま

すので、全体的な数字、サービスを利用している方は変わってはいないと思いますけれども、

介護のほうから総合事業に移行している部分があるので、在宅サービスのほうが減ってい

るという状況になっております。 

〇議長（吉野正剛君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第２６号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２６号 令和元年度佐呂間町介護保険特別会計補正予算（第４号）は、

原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第６ 議案第２７号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第６、議案第２７号 令和元年度佐呂間町介護サービス事業特

別会計補正予算（第２号）を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 愛の園園長。 

〇愛の園園長（片岡満之君） 議案第２７号を説明します。 

 議案第２７号 令和元年度佐呂間町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）。 



（朗読部分記載省略） 

 次のページの第１表、歳入歳出予算補正につきましては説明を省略し、第２表、地方債補

正を説明いたします。第２表、地方債補正。起債の目的、特別養護老人ホーム外壁改修事業、

限度額、補正前８２０万円、補正後７８０万円、過疎債及び介護サービス事業債です。なお、

起債の方法、利率、償還の方法及び次のページの事項別明細書の総括につきましては説明を

省略し、歳出の８ページから説明をいたします。 

 歳出、１款総務費、１項施設管理費、１目特別養護老人ホーム費、補正額１，１１３万２，

０００円の増、給与費１，１２５万円、給料、嘱託１６０万円の減、職員手当等、一般職１

８万円、嘱託１，２２４万円、共済費、調整負担金等４３万円で、給料は嘱託職員の給料の

精算による減額です。職員手当等は、嘱託職員の制度廃止によります退職手当及び昨年１０

月に介護職員等のさらなる処遇改善策として新設されました特定処遇改善手当を取得し、

現行の処遇改善手当に加えて支給するため増額するもので、配分方法につきましては国に

準拠し、おおむね１０年以上の経験のある介護福祉士に月額２万円、その他の介護職員並び

に看護師に月額１万円、また介護支援専門員等の資格保持者に月額１万円とし、一時金とし

て一括支給いたします。特別養護老人ホーム運営に要する経費１１万８，０００円の減、代

替人夫賃等２０万１，０００円、燃料費３９万８，０００円、修繕料１０万円、給食業務委

託料２９万円、特別養護老人ホーム外壁改修工事１１０万７，０００円の減で、これは執行

残を減額するものです。 

 戻っていただき、歳入の４ページから説明いたします。歳入、１款サービス収入、１項介

護給付費収入、１目居宅介護サービス費収入、補正額１７０万３，０００円、短期入所利用

料です。 

 ２目施設介護サービス費収入、補正額７８９万６，０００円、特別養護老人ホーム利用料

です。 

 ２項自己負担金収入、１目自己負担金収入、補正額４０８万７，０００円、短期入所利用

料６０万円、特別養護老人ホーム利用料３４８万７，０００円でありまして、施設入所者及

び短期入所者が当初計画より増加、また昨年１０月に消費税増税に伴いまして介護報酬が

上方改定されましたこと、さらに特定処遇改善手当を取得したことにより増額するもので

す。 

 ３款道支出金、１項道補助金、１目総務費補助金、補正額８３万円の減、老人福祉施設等

整備事業費補助金でありまして、外壁改修工事の補助金確定により減額するものです。 

 ４款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、補正額７２５万９，０００円の

減、一般会計繰入金です。 

 ５款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、補正額５９３万５，０００円、前年度繰越金であ

りまして、決算認定に伴う繰越予算未計上分を全額計上するものです。 

 ７款町債、次のページです。１項町債、１目特別養護老人ホーム債、補正額４０万円の減、

特別養護老人ホーム外壁改修事業費債です。 



 なお、歳出の次に添付しております地方債の現在高及び見込みに関する調書補正と給与

費明細書の説明は省略させていただきます。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げ

ます。 

〇議長（吉野正剛君） これから質疑を行います。歳入歳出一括して質疑を行います。質疑

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第２７号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２７号 令和元年度佐呂間町介護サービス事業特別会計補正予算（第

２号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第７ 議案第２８号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第７、議案第２８号 令和元年度佐呂間町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第１号）を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町民課長。 

〇町民課長（中村直樹君） 議案第２８号をご説明いたします。 

 議案第２８号 令和元年度佐呂間町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）。 

（朗読部分記載省略） 

 今回の補正につきましては、保険基盤安定等負担金交付金の決定と後期高齢者医療広域

連合において過去の実績を基に全道における年間の見込みを推計した結果、減額となるも

のです。次のページの第１表、歳入歳出予算補正と総括、事項別明細書につきましては説明

を省略し、歳出の６ページからご説明いたします。歳出、２款後期高齢者医療広域連合納付

金、１項後期高齢者医療広域連合納付金、１目後期高齢者医療広域連合納付金、補正額２２

０万６，０００円の減、後期高齢者医療広域連合納付金２２０万６，０００円の減、後期高

齢者医療広域連合事務費負担金４３万７，０００円の減、後期高齢者医療広域連合保険料等

負担金１７６万９，０００円の減。 

 ３款保健事業費、１項保健事業費、１目保健事業費、補正額１万５，０００円、健康診査

に要する経費１万５，０００円、健診委託料です。 



 戻っていただき、歳入の４ページからご説明いたします。歳入、１款後期高齢者医療保険

料、１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴収保険料、補正額４０８万４，０００円の減、

現年度分特別徴収保険料です。 

 ２目普通徴収保険料、補正額４６４万２，０００円、現年度分普通徴収保険料４５３万６，

０００円、滞納繰越分普通徴収保険料１０万６，０００円。 

 ２款繰入金、１項一般会計繰入金、１目事務費繰入金、補正額２３万８，０００円の減、

事務費繰入金です。 

 ２目保険基盤安定繰入金、補正額２９３万２，０００円の減、保険基盤安定繰入金です。 

 ３款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、補正額４１万４，０００円、前年度繰越金です。 

 ４款諸収入、３項雑入、１目雑入、補正額７，０００円、保健事業健診料です。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議いただき、ご決定くださいますようお願い申し

上げます。 

〇議長（吉野正剛君） これから質疑を行います。歳入歳出一括して質疑を行います。質疑

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第２８号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２８号 令和元年度佐呂間町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）は、原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩をいたします。 

 

休憩 午前１０時５５分 

再開 午前１１時０５分 

 

〇議長（吉野正剛君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

    ◎日程第８ 議案第８号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第８、議案第８号 一般職の任期付職員の採用等に関する条例

の制定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 



 総務課長。 

〇総務課長（深尾 毅君） 議案第８号をご説明申し上げます。 

 議案第８号 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定について。 

（朗読部分記載省略） 

 次のページからの条例条文の朗読につきましては省略をさせていただきまして、提出を

しております若草色の表紙の町議会提出議案説明資料の条例・その他議案関係資料１より

ご説明を申し上げます。この資料でございます。今回の条例につきましては、令和元年第４

回定例会におきまして第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部改正の際に同条

例第３条第５項の臨時教職員についての規定を削除したところであり、令和２年４月の制

度導入以降臨時教職員につきましては会計年度任用職員としてではなく任期付職員として

採用することとし、一般職の任期付職員の採用等に関する条例につきましては第１回定例

会においてご審議をいただきたい旨の説明を行っていたところでありますが、今回地方公

共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律の規定に基づきまして、本町におきまし

ても任期付職員を採用するに当たり、職員の任期を定めた採用に関し規定するために条例

を制定するものであります。資料の制定の背景につきましては、ただいま申し上げた内容の

とおりであります。 

 次に、主な制定内容でありますが、まず（１）、趣旨に関しましては第１条で定めており

ます。 

 （２）、職員の任期を定めた採用に関しましては、第２条、第３条関係になりますが、第

２条では専門的な知識経験を有する者の任期を定めた採用について規定をしておりまして、

公務の能率的運営を確保するために必要であることに加え、１つ目として、専門的な知識経

験を有する職員の育成に相当の期間を要し、部内での確保が一定期間困難な場合、２つ目と

して、専門的な知識経験が急速に進歩する技術等で、その活用が一定期間に限られる場合、

３つ目として、専門的な知識経験を有する職員を一定期間他の部署に従事させることが必

要なため、専門的な知識経験が必要な部署に従事させる職員の部内での確保が一定期間困

難な場合、４つ目として、公務外における実務経験により得られる最新の専門知識を必要と

するもので、その活用が一定期間に限られる場合としております。また、第３条関係では、

職員を期間を限って従事させることが、公務の能率的運営を確保するために必要である場

合に加え、一定の期間内に終了することが見込まれる業務と、一定の期間内に限り業務量の

増加が見込まれる業務について、職員を任期を定めて採用できるものとしております。 

 次に、（３）、短時間勤務職員の任期を定めた採用に関しましては第４条で規定をしており、

第１項では、公務の能率的運営を確保するために必要である場合には、短時間勤務職員を任

期を定めて採用することができるものとしております。また、第２項では、住民に対して直

接提供されるサービスについて、提供時間の延長、繁忙期における供給体制の充実またはこ

れらを維持する必要がある場合には、短時間勤務職員を任期を定めて採用することができ

るものとしております。また、第３項では、職員の勤務時間、休暇等に関する条例第１５条



の規定による介護休暇の承認の場合及び地方公務員の育児休業等に関する法律第１９条第

１項の規定による承認の場合についても、短時間勤務職員を任期を定めて採用することが

できるものとしております。 

 次に、（４）、任期の特例として、第５条で定められた任期を延長する場合を規定しており

ます。 

 次に、（５）、任期の更新に関しましては第６条で規定をしており、第２条に規定する専門

的な知識経験を有する者を任期を定めて採用した場合で任期が５年に満たない場合にあっ

ては、採用した日から５年を超えない範囲で任期を更新することができるものとしており

ます。また、第３条に規定する任期付職員、第４条に規定する任期付短時間勤務職員の任期

が３年、ただし第５条に規定する場合には５年とされ、これらの年数に満たない場合には、

それぞれ採用した日から３年、５年を超えない範囲内で任期を更新することができること

を規定しております。 

 次に、（６）、給与の特例に関しましては第７条で規定をしており、任期付職員の給料月額

は、その者が有する専門的な知識経験、従事する業務等に照らして、職員の給与に関する条

例の規定の適用を受ける職員との均衡を考慮し、町長が別に定めることとしております。第

２項では、任期付短時間勤務職員の給料月額の算定について規定をしております。 

 次に、（７）、給与条例の適用除外等につきましては第８条で規定をしておりまして、第１

項、第２項で任期付職員、任期付短時間勤務職員に係る給与条例の適用除外について規定を

しております。また、第３項は、給与条例の規定の適用に係る読替規定について規定をして

おります。 

 次に、（８）、施行期日につきましては、令和２年４月１日としております。 

 説明につきましては以上であります。よろしくご審議賜り、ご決定くださいますようお願

い申し上げます。 

〇議長（吉野正剛君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第８号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第８号 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定については、

原案のとおり可決されました。 

 



    ◎日程第９ 議案第９号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第９、議案第９号 一般職の任期付職員の採用等に関する条例

の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

〇総務課長（深尾 毅君） 議案第９号をご説明申し上げます。 

 議案第９号 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の施行に伴う関係条例の整理に

関する条例の制定について。 

（朗読部分記載省略） 

 提案理由につきましてご説明を申し上げます。今回の条例につきましては、ただいま議決

をいただきました議案第８号の一般職の任期付職員の採用等に関する条例の施行に伴うも

のでありまして、法制執務におきましては一定の事実の発生や法令等の制定、改廃に伴い２

つ以上の条例を改廃する必要が生じた場合には、１つの条例の本則で条立てにより関係条

例の改廃を行うこととなり、題名につきましても整理に関する条例とすることになります

ことから、今回は２条例を一括して改正するため、一般職の任期付職員の採用等に関する条

例の施行に伴う関係条例の整理に関する条例としてご提案申し上げるものであります。 

 それでは、議案別紙の一般職の任期付職員の採用等に関する条例の施行に伴う関係条例

の整理に関する条例新旧対照表の第１条よりご説明を申し上げます。第１条、職員の勤務時

間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例につきましては、第２条の１週間の勤務時間

に新たに第３項として任期付短時間勤務職員の勤務時間を規定するもので、地方公共団体

の一般職の任期付職員の採用に関する法律第５条の規定により採用された職員の勤務時間

は、第１項の規定にかかわらず、休憩時間を除き４週間を超えない期間につき１週間当たり

３１時間までの範囲内で任命権者が定める旨の規定を追加し、以下の項番号を繰り下げる

改正を行います。この１週間当たりの勤務時間の上限３１時間につきましては、現行の再任

用短時間勤務職員と同様としております。また、第３条第１項、第２項、第４条第２項及び

第１２条第１項第１号、第１８条の条文中、再任用短時間勤務職員の次に「及び任期付短時

間勤務職員」を追加する改正を行います。 

 続きまして、第２条、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につきましては、第

４条に新たに第１３号として任期付短時間勤務職員の給料額の算定に係る規定を追加する

もので、地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律第５条の規定により採用

された職員の給料月額は、第２条から第３条の規定にかかわらず、これらの規定による給料

月額に、勤務時間条例第２条第３項の規定により定められたその者の勤務時間を同条第１

項に規定する勤務時間で除して得た数を乗じて得た額とする規定を追加いたします。 

 次に、第９条の２につきましては通勤手当に関する規定でありまして、第２項第２号中の

括弧書きを削り、新たに第３項として、前２項の規定にかかわらず、再任用短時間勤務職員

及び任期付短時間勤務職員のうち、１カ月当たりの通勤所要回数を考慮して規則で定める



職員にあっては、同項の規定する額から、その額に規則で定める割合を乗じて得た額を減じ

た額とする旨の規定を追加し、以下の項番号を１項ずつ繰り下げる改正を行います。 

 次に、第１１条は時間外勤務手当に関する規定でありますが、第２項中、再任用短時間勤

務職員の次に「及び任期付短時間勤務職員」を追加いたします。 

 次に、第１４条の６の臨時職員の給料の条を削除いたします。これにつきましては、第１

６条に新たに条文を追加いたします。 

 次に、第１５条は期末手当に係る規定でありますが、第３項の再任用職員の次に「、任期

付職員及び任期付短時間勤務職員」を追加いたします。このことによりまして、地方公共団

体の一般職の任期付職員の採用等に関する法律第４条に規定する任期付職員と任期付短時

間勤務職員の期末手当の支給率を再任用職員の支給率と同様に１００分の７２．５とする

ものであります。 

 次に、第１５条の２は勤勉手当に関する規定でありますが、第２項第１号及び第２号中、

再任用職員の次に法第４条に規定する任期付職員及び任期付短時間勤務職員をそれぞれ追

加するものであります。このことによりまして、地方公共団体の一般職の任期付職員の採用

等に関する法律第４条に規定する任期付職員と任期付短時間勤務職員の勤勉手当の支給率

を再任用職員の支給率と同様に１００分の４５とするものであります。 

 続きまして、第１６条に新たに特定の職員についての適用除外規定を追加し、第８条、第

９条、第９条の４及び第１４条の４の規定は、再任用職員、地方公共団体の一般職の任期付

職員の採用等に関する法律第４条に規定する任期付職員及び任期付短時間勤務職員には適

用しない旨を追加し、以下の条番号を１条ずつ繰り下げる改正を行います。 

 これらの条例の施行期日につきましては、令和２年４月１日となります。 

 説明につきましては以上であります。よろしくご審議賜り、ご決定くださいますようお願

い申し上げます。 

〇議長（吉野正剛君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第９号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第９号 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の施行に伴う関係

条例の整理に関する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

 



    ◎日程第１０ 議案第１０号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第１０、議案第１０号 佐呂間町建設技術者養成修学資金貸付

条例の制定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 経済課長。 

〇経済課長（菊地秀喜君） それでは、議案第１０号についてご説明いたします。 

 議案第１０号 佐呂間町建設技術者養成修学資金貸付条例の制定について。 

（朗読部分記載省略） 

 次ページ、条例案本文の朗読を省略し、別紙議案説明資料、条例・その他議案関係、資料

番号２番でご説明いたします。まず、提案理由をご説明いたします。本町では、現在１８の

建設事業所が事業活動を行っており、本町商工業の中核を担っているところであります。し

かし、近年の人手不足はこれら建設業においても例外ではなく、建築士や施工管理技士など

建設関係技術者は全国的に不足している状況にあります。北見公共職業安定所管内におけ

る雇用需給の状態では、建築士については求人数５０件に対して求職者は５件、有効求人倍

率は１０倍となっています。また、土木施工管理技術者については求人数５４件に対して求

職者３件、有効求人倍率は１８倍という、他職種には見られないほどの緊迫した状況となっ

ております。また、建設業法における専任技術者登録制度の厳格運用に伴い施工現場ごとに

専任技術者の配置が必要となっているなど、事業の発展、維持のためには技術者の確保が必

須となっております。これらの建設関係技術者資格は国家試験であり、専門課程の修学と長

期の経験年数が受験要件となっていることから、新たな資格取得者も少なく、さきに申し上

げた有効求人倍率のような状況になっていると思われます。本町における建設業の維持、発

展を図るとともに、建設関係技術者の町内定着を図り、地域経済の活性化を図ることを目的

に、佐呂間町建設技術者養成修学資金貸付条例を提案するものであります。 

 次に、条例案本文についてご説明いたします。提案の条例案は、第１条から第１３条まで

の条文となっております。第１条は目的として、建設技術者の養成をすることにより、本町

建設関係事業所の経営の安定と事業拡張を図るとともに、建設技術者等の町内定住を促進

し、地域経済の活性化を図ることを目的としております。 

 第２条の定義では、本条例における修学資金貸付対象者について規定しております。町内

の建設関係事業所に雇用され、雇用主からの職務命令により建築士法または建設業法に定

める短期大学、専門学校に在学している者を対象としております。建設業法及び同法施行令

に定める技術資格は、建設機械施工、土木施工管理、建築施工管理、電気工事施工管理、管

工事施工管理、電気通信工事施工管理、造園施工管理の６種にそれぞれ一級及び二級があり

ます。また、建築士法に定める技術資格には一級及び二級の建築士が定められています。短

大及び専門学校については建築及び土木専攻課程のある短期大学及び専門学校としており、

近隣では北見高等技術専門学院建築技術科や札幌工科専門学校環境土木工学科などがあり

ます。 



 第３条、貸付金額等では、月額の貸付限度額、貸付期間、貸付期間中の利子について定め

ております。貸付金額は、月額５万円を上限とし、２４カ月分、計１２０万円を上限として

おります。これは、短期大学、専門学校ともに修学期間は２年間となることから、この期間

を上限としているものであります。 

 第４条は、貸付けの申請及び決定について規定しており、第１項では、連帯保証人２名を

定めることとしております。また、第２項においては、貸付けの可否、貸付けの金額につい

て申請者に通知することとしております。 

 第５条の連帯保証人については、第４条第１項に定める連帯保証人について定めており、

第１項では連帯保証人の要件について定め、独立生計成年者１名と雇用主が連帯保証人に

なることとしております。また、第２項では、申請者が未成年の場合は、独立生計成年は法

定代理人とすること、第３項では、連帯保証人の適性が失われた場合の対応について定めて

おります。 

 第６条、貸付け決定の取消し等については、貸付けの取消しに係る要件について定めてお

ります。また、貸付けの一時的な停止についても規定しております。第１項の貸付け決定の

取消し要件としては、１つに、学校等を退学したとき、２つ目として、貸付けを辞退したと

き、３つ目として、傷病等により修学が困難となった場合、第４として、資金貸付けの目的

達成の見込みがない場合を規定し、この場合、貸付けを取り消すこととしております。第２

項は、休学もしくは停学となったときの修学資金貸付けの一時停止について定めておりま

す。第３項では、第２項に規定する停学の処分に至った行為が将来的に建設関係技術職の業

務に従事するのにふさわしくないと認められた場合には取消しが可能という規定としてお

ります。 

 第７条の返還の債務の免除については、貸付資金の返還債務を免除する要件について定

めております。第１項では、修学後佐呂間町内に住所を有し、佐呂間町内の建設事業所にお

いて資格取得試験に必要な実務経験期間として貸付期間の１．５倍に相当する期間就業し

た場合としております。第２項では、死亡もしくは心身の故障のため業務継続が困難となっ

た場合としております。これらについて返還債務の全部を免除することとしております。 

 第８条の返還については、貸付金額の返還に係る要件を規定し、返還期間を定めておりま

す。返還しなければならない要件としては、第１号として、第６条第１項の貸付け決定を取

り消されたとき、また同条の第３項、建設関係技術者としての業務に従事するに当たり、ふ

さわしくない行為と認められるときとしております。第２号は、第７条第１号に定める期間

に達しなかったときとしております。貸付期間の１．５倍に達しなかったときは返還が必要

となってくるということです。第３号については貸付けの条件に違反したときとなってお

りまして、これらに該当する場合は、当該事由の発生した月の翌月から起算して３カ月以内

に貸し付けている金額全てを返還することとしております。 

 第９条につきましては返還の債務の履行の猶予について定めておりまして、貸付け済み

の修学資金の返還について猶予できる事項を定めております。第１号は、第６条第１項の貸



付け決定を取り消されたとき、また同条第３項の建設関係技術者として業務に従事するの

にふさわしくない行為があったことにより貸付け決定を取り消された後も引き続き学校等

に在学しているとき、また第２号では、第７条第１号により卒業後町内事業所において資格

取得試験に必要な実務経験期間として就業しているときは返還の履行の猶予を与えるとい

うことになっております。第２項は、修学資金を借り受けた者が心身の故障や災害などやむ

を得ない理由があるときは返還を猶予できる規定としております。 

 第１０条につきましては、返還の債務の減免について定めております。借受者が死亡もし

くは重度の心身障がい、災害などやむを得ない理由で修学資金の返還が困難であると認め

られたときは返還の債務を減免することができるとしております。 

 第１１条は、修学資金の返還期限後に未納金があった場合の延滞利息について定めてお

ります。延滞利息は年利１４．６％としております。また、特別な理由がある場合は延滞利

息の全部もしくは一部を免除することができる規定も添えております。 

 第１２条につきましては、修学資金借受者の成績表の提出を義務づけております。具体的

には毎年度末までの提出を考えており、修学状況の把握と貸付け目的の達成の可能性につ

いて見極めるためのものとしております。 

 第１３条につきましては、委任規定を定めております。 

 なお、本条例につきましては、令和２年４月１日からの施行を予定しております。 

 以上、佐呂間町建設技術者養成修学資金貸付条例案について説明を終わります。よろしく

ご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

〇議長（吉野正剛君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第１０号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１０号 佐呂間町建設技術者養成修学資金貸付条例の制定について

は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１１ 議案第１１号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第１１、議案第１１号 佐呂間町老人福祉センターの設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 



 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（武田温友君） 議案第１１号をご説明いたします。 

 議案第１１号 佐呂間町老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例制定について。 

（朗読部分記載省略） 

 次のページの別紙新旧対照表をご照覧いただき、提案理由をご説明いたします。今回の改

正につきましては老人福祉センターの浴場入浴料に関するものでありますが、老人福祉セ

ンターは町内に居住する老人の健康の増進、教養の向上及びレクリエーションのための便

宜を図ることを目的とした老人福祉法に定める老人福祉施設です。現在の老人福祉センタ

ーでは、昭和５９年の新設当初から国の老人福祉センター設置運営規則に基づきまして浴

場を設置し、主に施設利用者が利用する福利厚生浴場として公衆浴場の許可を得まして、入

浴料につきましては老人福祉センター公衆浴場利用要綱により料金を設定して開設をして

まいりました。しかし、近年は町外者が定期的に利用する状況も見受けられ、昨年に実施さ

れました紋別保健所による衛生管理点検におきまして、浴場の区分を福利厚生浴場から通

常浴場に該当するその他の浴場に変更すべき旨の指導を受けまして、令和元年１１月２２

日付で変更の許可を受けました。また、現在の入浴料につきましては、要綱に基づくものと

しまして社会福祉協議会が徴収し、佐呂間町に現金を引き継いで、諸収入の老人福祉センタ

ー浴場使用料として収入しておりましたが、今回の公衆浴場許可区分の変更を機としまし

て、公衆的な施設利用の観点により使用料を条例で定め、使用料の徴収に関しては指定管理

者、これは佐呂間町社会福祉協議会でありますが、指定管理者の行う業務として明記をする

ものであります。 

 改正の内容としましては、第４条の指定管理者が行う業務の範囲に第３号として浴場入

浴料の徴収に関することを追加し、第１０条の使用料で浴場入浴料の納付を定め、別表にて

料金区分として、高校生以上は１回２００円、小学生と中学生は１００円、回数券では高校

生以上２，０００円、小学生と中学生は１，０００円、さらに幼児は無料とすることと回数

券の単位を１１枚とすることなどを追加するものであります。 

 なお、今回定める入浴料につきましては従来の要綱で定めていた料金と同額でありまし

て、利用者の負担等につきまして変更の点はありません。 

 説明は以上です。よろしくご審議いただき、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

〇議長（吉野正剛君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第１１号を採決します。 



 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１１号 佐呂間町老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１２ 議案第１２号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第１２、議案第１２号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一

部を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（武田温友君） 議案第１２号を説明いたします。 

 議案第１２号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例制定について。 

（朗読部分記載省略） 

 次のページの別紙新旧対照表をご照覧いただき、提案理由をご説明いたします。災害弔慰

金の支給等に関する条例は、災害弔慰金の支給等に関する法律に準拠し、暴風、豪雨等の自

然災害により死亡した町民の遺族に対して災害弔慰金の支給を行い、自然災害により精神

または心身に著しい障がいを受けた町民に災害障害見舞金の支給を行い、並びに自然災害

により被害を受けた世帯に対する災害援護資金の貸付けを行い、町民の福祉及び生活の安

定に資することを目的としているものであります。今回の改正につきましては、平成２９年

地方分権改革に関する提案募集において、経済情勢の変化による市中金利を受け、市町村が

災害援護資金の貸付利率を条例で引き下げることを可能とするための制度改正を行うべき

との提言がなされたことから、市町村の政策判断に基づき低い金利での貸付けを可能とし、

被災者ニーズに応じた貸付けを実現できるよう、地域の自主性及び自立性を高めるための

改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律による災害弔慰金の支給等に関する

法律の一部改正が平成３０年６月２７日に公布されたことと、災害援護資金につきまして

は、平成３０年地方分権改革に関する提案募集におきまして月賦払いによる償還の提案が

あったことに加え、東日本大震災時の特例により保証人がいない場合でも貸付けが認めら

れたことを踏まえ、所要の改正を行った災害弔慰金の支給に関する法律施行令の一部を改

正する政令が公布されたことによる改正になります。 

 改正の内容としましては、第１４条の利率３％について、保証人及び利率を定める内容と

して、第１項では、保証人を立てることができることを加え、第２項では、保証人を立てる

場合は無利子、保証人を立てない場合は１％とする旨の改正であります。第３項は、保証人

についての責務を定める内容の追加であります。 

 第１５条は災害援護資金の償還方法等の内容でありまして、第１項では、償還方法に月賦

償還の方法を加え、第３項では、償還に係る諸条件等について改正するものであります。法



律の一部改正では、被災者ニーズに応じた貸付け内容として、市町村の政策判断に基づき制

定できる趣旨でありますが、本町では、近隣市町村の動向を調査した上で、遠軽地区３町で

統一した条件の改正内容とするものであります。災害援護資金は、災害を受けた世帯に対し

まして、その生活を立て直すための資金であり、住宅が全壊等した場合の３５０万円を最高

に災害程度等によって貸付限度額を定めておりますが、過去において佐呂間町では災害援

護資金を貸し付けした事例はありません。 

 説明は以上です。よろしくご審議いただき、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

〇議長（吉野正剛君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第１２号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１２号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例制

定については、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１３ 議案第１３号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第１３、議案第１３号 佐呂間町営住宅の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 建設課長。 

〇建設課長（桑島孝之君） それでは、議案第１３号を説明いたします。 

 議案第１３号 佐呂間町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定

について。 

（朗読部分記載省略） 

 提案理由を説明いたします。今回の条例改正についてですが、まずは町議会提出議案説明

資料の条例・その他議案関係の資料３を御覧ください。提案理由ですが、民法の一部を改正

する法律による民法の債権関係の見直しにより公営住宅管理標準条例案についての改正通

知がなされたことから、本条例を改正するものであります。趣旨は、低額所得者、高齢者、

障がい者等の住宅確保要配慮者が安心して暮らせる環境の充実を図るため、公営住宅に係

る制度改正の内容を反映させるものです。 

 戻りまして、議案の別紙の新旧対照表をご照覧ください。この中で、主な改正のみご説明



させていただきます。まず、入居者の資格、第６条第１項１のイの裁量階層における収入基

準２１万４，０００円を２５万９，０００円に引き上げ、家賃の決定の第１４条第４項に認

知症である者及び知的障がい者等への収入申告義務免除を新たに追加、（敷金）、第１９条第

３項に敷金が入居中であっても債務弁済に充てることができることを追加と大きく３項目

の点が改正されることとなります。そのほかに文言の一部追加、修正、削除等が改正されて

います。 

 施行期日についてですけれども、令和２年４月１日からの予定です。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げ

ます。 

〇議長（吉野正剛君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第１３号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１３号 佐呂間町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１４ 議案第１４号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第１４、議案第１４号 佐呂間町簡易水道設置条例の一部を改

正する条例制定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 建設課参事。 

〇建設課参事（鶴田俊洋君） 議案第１４号を説明いたします。 

 議案第１４号 佐呂間町簡易水道設置条例の一部を改正する条例制定について。 

（朗読部分記載省略） 

 提案理由についてご説明いたします。議案説明資料、条例・その他議案関係、資料番号４

を提出しておりますので、ご参照いただきたいと思います。現在佐呂間町は、佐呂間簡易水

道、浜佐呂間簡易水道、栄・若佐・知来簡易水道の３つの簡易水道で事業運営しております

が、令和元年度水道事業変更認可申請により、国から３簡易水道から１簡易水道事業へ事業

統合することを求められていることから、佐呂間町簡易水道設置条例の一部を改正するも

のです。 



 改正内容は、次のページ、新旧対照表のとおり、佐呂間簡易水道、浜佐呂間簡易水道、栄・

若佐・知来簡易水道の３つの簡易水道を１つの簡易水道とし、佐呂間簡易水道とするもので

あります。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げ

ます。 

〇議長（吉野正剛君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第１４号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１４号 佐呂間町簡易水道設置条例の一部を改正する条例制定につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１５ 議案第１５号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第１５、議案第１５号 佐呂間町簡易水道事業給水条例の一部

を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 建設課参事。 

〇建設課参事（鶴田俊洋君） 議案第１５号を説明いたします。 

 議案第１５号 佐呂間町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例制定について。 

（朗読部分記載省略） 

 提案理由についてご説明いたします。議案説明資料、条例・その他議案関係、資料番号４

を提出しておりますので、ご参照いただきたいと思います。資料４の中段になります。改正

内容については、水道法施行令の改正により条ずれが生じ、改正が必要となっており、佐呂

間町簡易水道事業給水条例については水道法施行令を引用しているため、別紙新旧対照表

のとおり改めるものであります。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げ

ます。 

〇議長（吉野正剛君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 質疑なしと認めます。 



 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第１５号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１５号 佐呂間町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例制定

については、原案のとおり可決されました。 

 昼食のため１３時、午後１時まで休憩にしたいと思います。 

 

休憩 午前１１時５４分 

再開 午後 １時００分 

 

〇議長（吉野正剛君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

    ◎日程第１６ 議案第１６号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第１６、議案第１６号 佐呂間町農業振興基金の設置、管理及

び処分に関する条例の廃止についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 農務課長。 

〇農務課長（安藤誠司君） 議案第１６号をご説明いたします。 

 議案第１６号 佐呂間町農業振興基金の設置、管理及び処分に関する条例の廃止につい

て。 

（朗読部分記載省略） 

 提案理由をご説明いたします。佐呂間町農業振興基金につきましては、平成１７年２月、

本町における農業振興の施策を総合的に推進することを目的とし、当時町有牧野事業の維

持管理、造成、さらに整備事業への充当を目的として設置しておりました佐呂間町牧野事業

基金、酪農経営の安定化を図るために行う酪農ヘルパー事業の運用原資として町、農協、生

産者の負担により設置しておりました佐呂間町酪農ヘルパー事業基金、農作物など自由化

を促進するための通商交渉、ガット・ウルグアイ・ラウンド対策の一環として土づくりに使

用する制約で平成７年から５年間交付税措置された原資を元に創設した佐呂間町土づくり

基金の３基金を統合し、積立額１億７１万３，５０１円を原資とし新たに設置した基金で、

以後毎年佐呂間町農業振興条例に基づく各農業振興施策の推進事業や町有牧野の維持管理

に関する事業に充当し活用してきたところでありますが、最後に事業充当した平成２８年

度をもって基金残高もほぼ底をつき、令和元年度末の見込みでは２８８万４，１６９円のみ



を残す状況となっております。本基金は、統合前のおのおのの基金が町有牧野事業の収益や

国からの交付税措置などといった特定の財源を原資とし創設したものであり、今後このよ

うな特定財源を得てこの基金に積立てし、これまでのように農業振興施策事業へ充当する

といった可能性も考えられないことから、本基金の役目は終了したものとして、今般佐呂間

町農業振興基金の設置、管理及び処分に関する条例の廃止についてご提案させていただく

ものです。 

 なお、基金の処分に当たっては、定期預金の満期日であります３月２７日をもって全額を

繰入れし、一般財源に振替えするものです。 

 説明は以上です。よろしくご審議賜り、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

〇議長（吉野正剛君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第１６号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１６号 佐呂間町農業振興基金の設置、管理及び処分に関する条例の

廃止については、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１７ 議案第１７号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第１７、議案第１７号 悠林館「かぶとむし」に係る指定管理

者の指定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 経済課長。 

〇経済課長（菊地秀喜君） 議案第１７号をご説明いたします。 

 議案第１７号 悠林館「かぶとむし」に係る指定管理者の指定について。 

（朗読部分記載省略） 

 提案理由についてご説明いたします。議案説明資料、条例・その他議案関係、資料番号５

をご参照ください。悠林館「かぶとむし」におきましては、地方自治法第２４４条の２第３

項の規定に基づき、平成１７年度より指定管理者制度を採用し、株式会社愛生の杜を指定管

理者として管理をお願いし、平成２２年に指定更新を行い、経営を続けておりますが、本年

令和２年３月末をもちまして１０年間の指定が期限を迎えることから、佐呂間町公の施設

に係る指定管理者の指定手続等に関する条例第２条により、令和元年１２月１８日から令



和２年１月３１日までの間、佐呂間町ホームページを通じ指定管理者の募集を行いました。

この間の指定申込みは株式会社愛生の杜１社のみであり、これを受けて２月９日佐呂間町

公の施設に係る指定管理者選定委員会を開催し、同社を指定管理者候補として選定してお

ります。 

 株式会社愛生の杜は、本社を佐呂間町字浪速１１８番地の１に置き、代表取締役、寺山加

奈恵、資本金２，５００万円、発行済み株式２５株、常時雇用従業員数２名、パート２名、

平成３０年度の売上額は４，０７９万円、営業利益は６７万３，０００円となっております。

指定申込みされた内容につきましては別紙資料のとおりであり、管理業務の事業計画書に

管理運営に当たっての総合的な方針や利用促進のための考え方が記載されております。ま

た、収支計画では令和２年度から令和１１年度までの１０年間の間の収支計画が提出され

ており、売上額は４，４５０万円から４，５５０万円を見込んでおります。営業利益につき

ましては７８万５，０００円から１２１万５，０００円を見込んでおりますが、この中には

町に支払う施設使用料は含まれておりません。 

 指定期間につきましては、令和２年４月１日から令和１２年３月３１日までの１０年間

を予定しております。これは、施設運営に必要な消耗品や食器などの備品の新規購入、既存

施設の小破更新などは指定管理者の負担としており、これらの整備も含め、中長期的な視野

の下に経営に当たってもらうため、指定期間を長くすることとしております。 

 また、施設使用料として本年度まで年間６０万円の固定としておりましたが、令和２年度

からの指定期間につきましては、物産館「みのり」と同条件とし、営業利益の２０％とした

上で、最低使用料を年額１２万円に設定する予定でおります。 

 以上、説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げ

ます。 

〇議長（吉野正剛君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第１７号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１７号 悠林館「かぶとむし」に係る指定管理者の指定については、

原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１８ 議案第１８号 



〇議長（吉野正剛君） 日程第１８、議案第１８号 物産館「みのり」に係る指定管理者の

指定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 経済課長。 

〇経済課長（菊地秀喜君） それでは、議案第１８号をご説明いたします。 

 議案第１８号 物産館「みのり」に係る指定管理者の指定について。 

（朗読部分記載省略） 

 それでは、内容を説明いたします。議案説明資料、条例・その他議案関係の資料、資料番

号６番を御覧ください。物産館「みのり」につきましては、地方自治法第２４４条の２第３

項の規定に基づき、平成１７年度より指定管理者制度を採用し、株式会社ドリームフロンテ

ィアを指定管理者として管理をお願いしておりますが、この間平成２２年に指定管理更新

を経て、今般令和２年３月３１日をもって指定期間満了となることから、佐呂間町公の施設

に係る指定管理者の指定手続等に関する条例第５条に定める出資団体等に該当することか

ら、公募を行わず、同条第２項の規定により、現在指定管理者として管理運営に当たってい

る株式会社ドリームフロンティアからの指定申込みがありましたので、２月９日佐呂間町

公の施設に係る指定管理者選定委員会を開催し、同社を指定管理者候補として選定してお

ります。 

 株式会社ドリームフロンティアは、本社を佐呂間町字浪速１２１番地３に置き、代表取締

役、髙橋俊道、資本金２，０００万円、発行済み株式４００株、平成３０年度売上額は１億

２，４００万円、営業利益は４，６２０万円となっております。指定申込みの内容につきま

しては別紙資料のとおりであり、管理業務の事業計画書に管理運営に当たっての総合的な

方針や集客方針などが記載されております。また、収支計画では、令和２年から令和１１年

までの期間１０年間において、売上額１億２，１３０万円から１億２，０３０万円まで、営

業利益としては５８１万円から６６５万円の計画となっております。なお、この収支計画に

は、町に支払われる施設使用料は含まれておりません。 

 指定期間につきましては、悠林館「かぶとむし」と同じく中長期的な視野で経営に当たっ

てもらうため、令和２年４月１日から令和１２年３月３１日までの１０年間を予定してお

ります。 

 以上、説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げ

ます。 

〇議長（吉野正剛君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 討論なしと認めます。 



 これから議案第１８号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１８号 物産館「みのり」に係る指定管理者の指定については、原案

のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１９ 議案第１９号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第１９、議案第１９号 権利の放棄について（公営住宅使用料

債権）を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 建設課長。 

〇建設課長（桑島孝之君） 議案第１９号をご説明いたします。 

 議案第１９号 権利の放棄について（公営住宅使用料債権）。 

（朗読部分記載省略） 

 提案理由を説明いたします。次ページの別紙をご参照ください。全部で８件の債権放棄が

あり、番号１、２の２件は本人死亡によるものと、番号３から８の６件は所在不明による債

権放棄となります。なお、備考欄の何々市民と記載されているのは確認できた最終住所地の

記載で、所在不明者については町から転出後、各市町村に確認または親族等にも確認し、債

権者の所在が確認できないことから、最終住所地での記載となっています。 

 地方自治法の説明ですけれども、地方自治法第９６条第１項では議会での議決を要する

項目を示しており、第１０号では、法律もしくはこれに基づく政令または条例に特別の定め

がある場合を除くほか権利を放棄することと定められ、本町には債務の放棄に関する条例

などが定められていないことから、議会の議決を経て債務の権利放棄を行うものです。 

 また、民法の説明ですけれども、民法第１６９条は定期給付債権の短期消滅時効の条文と

なっており、本条で言う債権とは、月額払いの家賃、マンションの管理費などの債権のこと

を定期給付債権とされており、公営住宅の家賃がこれに該当し、時効期間５年が満了したた

め、議会の議決を経て債務の権利放棄を行うものです。 

 説明については以上でございます。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い

申し上げます。 

〇議長（吉野正剛君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

 ８番。 

〇８番（但木早苗君） 残念な権利の放棄ということになるかと思うのですけれども、亡く

なった方、平成元年３月から平成元年７月の４カ月間というのは佐呂間に在住し、この間は

支払っていたということになるのでしょうか。それと、家賃の未納と、それから水道料の未

納というのが同じくあるのですけれども、亡くなった方を見ると水道料も随分あります。こ



の方の生活状況はどうだったのか、悪質だったのか、生活困窮者だったのか、その辺のとこ

ろというのは把握しているのでしょうか。 

〇議長（吉野正剛君） 建設課長。 

〇建設課長（桑島孝之君） １番、２番の債務者につきましては、うちの記録で残っている

ものでいうと昭和６２年の１２月から平成２年の３月まで入居されていたという記録が残

っております。実際生活困窮者かどうか、そこまでは古いので資料がなくて確認ができませ

んけれども、基本的には低所得者住宅ということなので、余り所得がない方を優先的に入れ

ている住宅なので、そこら辺は若干生活は苦しかったのではないかなというふうには思っ

ております。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） ８番。 

〇８番（但木早苗君） 生活状況がどうだったかということが把握できないのだとしました

ら、今後こんなに長い間家賃の滞納やら水道料の滞納があるのだとしたら、何かそこには原

因があると思って生活状況などもこれから考えていき、もし生活困窮者であれば別な手だ

てを考えていく。できるだけ滞納をなくすとかそういうこともしていかなければならない

のかなというふうに思うのです。この３カ月間の間というのは既に佐呂間にはいなかった

ということになるのですね。６２年の１２月から６３年の３月でしたか。入居していたのは。

違いましたか。 

〇議長（吉野正剛君） 建設課長。 

〇建設課長（桑島孝之君） すみません。もう少しというか、はっきり言います。昭和６２

年１２月から平成２年の３月まで入居した記録が残っております。その間の債権発生が、別

表にも載っているのですけれども、昭和６３年の５月から元年の３月、また平成元年の７月

から平成２年の３月という間の期間の滞納があります。 

〇議長（吉野正剛君） ８番。 

〇８番（但木早苗君） 困窮のほうは。 

〇議長（吉野正剛君） 建設課長。 

〇建設課長（桑島孝之君） 今後の方向としては、うちの公住の担当者がいるので、なるた

け滞納が起きないように努力して、生活状況というか、収入状況も確認しながら随時対応し

ていきたいというふうに考えています。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 企画財政課長。 

〇企画財政課長（玉井伸一君） 滞納分の債権回収のほうは徴収対策室の業務になります。

税等々併せて公営住宅料も滞納者の相談に乗りながらやっている部分がありますけれども、

生活困窮者についてはそれぞれ分納相談ですとかそういった形で相談を受けておりますし、

それなりの納められる状態でご相談を受けているという中でやっておりまして、今回の債

権の放棄につきましてはあくまでも滞納の処理でありまして、現在の生活困窮者について



のことではありませんので、いたずらに滞納額だけ増やすことを避けるための処分という

ことでご理解をいただきたいと思います。 

〇議長（吉野正剛君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第１９号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１９号 権利の放棄について（公営住宅使用料債権）は、原案のとお

り可決されました。 

 

    ◎日程第２０ 議案第２０号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第２０、議案第２０号 権利の放棄について（簡易水道使用料

債権）を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 建設課参事。 

〇建設課参事（鶴田俊洋君） 議案第２０号についてご説明いたします。 

 議案第２０号 権利の放棄について（簡易水道使用料債権）。 

（朗読部分記載省略） 

 提案理由についてご説明いたします。佐呂間町簡易水道事業給水条例に基づく水道料金

の権利放棄についてであります。別紙に示されております１２名のうち、債務者１１名につ

きまして債務者が死亡及び所在不明であり、その債務に関する相続人がなく、水道料金につ

いては民法の規定が適用になるため、民法第１７３条第１項による時効期間２年が満了、ま

た債務者１名につきましては、破産となり、破産法第２５３条第１項の規定により対象の債

権についてその責務を免れたため、滞納水道料金について権利の放棄を行うこととし、議会

の議決を求めるものであります。民法第１７３条は、生産者、卸売商人または小売商人が売

却した産物または商品の代価に係る債権とされており、水道料金がこれに該当し、時効期間

２年が満了したため、議会の議決を経て債務の権利放棄を行うものであります。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げ

ます。 

〇議長（吉野正剛君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 



〇議長（吉野正剛君） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第２０号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２０号 権利の放棄について（簡易水道使用料債権）は、原案のとお

り可決されました。 

 

    ◎日程第２１ 議案第２１号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第２１、議案第２１号 佐呂間町道路線の変更についてを議題

といたします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 建設課長。 

〇建設課長（桑島孝之君） 議案第２１号をご説明いたします。 

 議案第２１号 佐呂間町道路線の変更について。 

（朗読部分記載省略） 

 提案理由を説明いたします。今回の町道路線の変更について、町議会提出議案説明資料の

条例・その他議案関係の資料７の新旧の図面をそれぞれ御覧ください。佐呂間保育所周辺か

ら堀口商店周辺までの佐呂間２９号道路と道道富武士佐呂間線の消防署横から旧鉄道跡地

までの幸町道路の２路線であります。この２路線は、小学校へ続く通学路として重要な位置

づけから、町道ではありませんでしたが、管理していたものであります。しかしながら、過

去の簡易舗装等の整備により小学校の通学路へつなげていたこともあり、現状で舗装の老

朽化や凍上による舗装段差など舗装路面に支障が生じてきていることから、今後の整備計

画に向け、２路線の延長変更を行い、町道として管理するものであります。今回の変更につ

いては、道路法に基づき議会の承認議決を受けるものであります。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げ

ます。 

〇議長（吉野正剛君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 討論なしと認めます。 



 これから議案第２１号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２１号 佐呂間町道路線の変更については、原案のとおり可決されま

した。 

 

    ◎散会の宣告 

〇議長（吉野正剛君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日はこれで散会をいたします。 

散会 午後 １時３２分  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 

 

  令和  年  月  日 

 

 

      議長 

 

 

      署名議員 

 

 

      署名議員 


